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1 .  は じ め に  

 島 根 半 島 に 分 布 す る 中 新 統 は ， 下 位 よ り ， 古 浦 層 ， 成 相

寺 層 ， 牛 切 層 ， 古 江 層 ， 松 江 層 ， 和 久 羅 山 デ イ サ イ ト に 区

分 さ れ る （ 多 井 ， 1 9 5 2； 山 内 ほ か ， 1 9 8 0； 鹿 野 ・ 吉 田 ， 1 9 8 5

な ど ）． こ れ ら の 地 層 は 宍 道 湖 − 中 海 低 地 帯 の 地 下 に も 伏 在

し て い る と 考 え ら れ る が ， 大 根 島 玄 武 岩 や 中 海 層 ， 砂 丘 堆

積 物 な ど の 第 四 系 に 広 く 覆 わ れ て い る た め ， 地 下 に お け る

分 布 の 実 態 は 必 ず し も 明 ら か で は な い ．  

島 根 半 島 東 部 ， 松 江 市 美 保 関 地 域 を 構 成 す る 山 地 （ 島 根 半

島 東 列 山 地 ） は ， 大 局 的 に 南 斜 面 が 急 峻 な 傾 動 地 塊 と な っ

て お り ， こ れ は 南 縁 部 を 東 西 に 走 る 中 新 統 の 背 斜 構 造 と 対

応 し て い る ． さ ら に ， こ の 背 斜 構 造 と ほ ぼ 調 和 的 な 東 西 走

向 の 断 層 群 が ， 背 斜 構 造 を 切 っ て 分 布 し て い る ． 宍 道 断 層

（ 多 井 ， 1 9 7 3 ） は ， こ の 断 層 群 を 構 成 す る 代 表 的 な 断 層 で

あ り ， 松 江 市 鹿 島 町 恵 曇 か ら 松 江 市 美 保 関 町 森 山 ま で ， 東

西 約 2 1  k m に わ た っ て 追 跡 さ れ る ． こ の 断 層 を 構 成 す る セ

グ メ ン ト の 一 部 は ， 明 瞭 な 右 横 ず れ の 地 形 表 現 を 示 し て い

る こ と か ら ， も と も と の 中 新 世 の 復 背 斜 構 造 を 形 成 し た 逆

断 層 が ， 現 在 の 応 力 下 で 右 横 ず れ に 最 活 動 し た 活 断 層 と 考

え ら れ て い る （ 鹿 野 ・ 中 野 ， 1 9 8 5 な ど ）． 活 断 層 と し て の

宍 道 断 層 の 活 動 度 は ， 地 形 表 現 （ 例 え ば ， 橋 本 ほ か ， 1 9 8 0 ；

活 断 層 研 究 会 ， 1 9 9 1 ； 中 田 ほ か ， 2 0 0 8 ） や 川 部 地 区 で の ト

レ ン チ 調 査 （ 中 田 ほ か ， 2 0 0 5 ） 等 に よ り ， S ラ ン ク と 推 定

さ れ て い る （ 地 震 調 査 委 員 会 ， 2 0 1 6 ）．  

美 保 関 町 森 山 か ら 地 蔵 崎 に か け て の 境 水 道 に 面 し た 海 岸

線 は 直 線 的 で ， 断 層 崖 と し て の 特 徴 を 有 し て お り ， 重 力 異

常 の 急 変 帯 と 一 致 す る こ と と ， 地 表 に 分 布 す る 中 新 統 の 構

造 か ら ， こ の 位 置 に 地 質 断 層 と し て の 宍 道 断 層 の 東 方 延 長

が 伏 在 す る も の と 考 え ら れ て い る （ 鹿 野 ・ 中 野 ， 1 9 8 5 ）． そ

う し た 推 定 を 受 け て ， 松 江 市 鹿 島 町 に 立 地 す る 中 国 電 力 島

根 原 子 力 発 電 所 の 新 基 準 適 合 審 査 に 係 る 地 震 動 評 価 で は ，

こ の 境 水 道 に 伏 在 す る 宍 道 断 層 東 方 延 長 も 加 え た 全 長 3 7  

k m の 区 間 を 起 震 断 層 と し て 想 定 し て い る ． し か し ， こ の 東

方 延 長 の 推 定 区 間 は ， 直 接 的 に 立 証 さ れ た も の で は な か っ

た ．  
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境 水 道 の 南 岸 ， 境 港 市 昭 和 町 の 境 漁 港 で は ， 2 0 1 4 年 度 の

漁 港 整 備 事 業 の 一 環 と し て ， 基 盤 に 到 達 す る ボ ー リ ン グ 調

査 が 実 施 さ れ た ． 本 研 究 で は ， こ の ボ ー リ ン グ で 得 ら れ た

基 盤 岩 試 料 の 提 供 を 受 け ， 有 孔 虫 分 析 を 実 施 し た ． そ の 結

果 ， こ の 基 盤 岩 類 が 中 部 中 新 統 の 古 江 層 に 相 当 す る こ と が

判 明 し た ． こ の 地 点 の す ぐ 北 側 に は 下 部 中 新 統 の 古 浦 層 が

分 布 し て い る た め ， 本 研 究 に よ っ て 境 水 道 の 南 岸 付 近 に 宍

道 断 層 の 東 方 延 長 が 存 在 す る こ と が ほ ぼ 確 実 に な っ た の で ，

そ の 詳 細 を 報 告 す る ．   

 
2 .  境 港 市 昭 和 町 ボ ー リ ン グ に つ い て  

本 研 究 で 用 い る ボ ー リ ン グ 試 料 は ， 境 港 市 昭 和 町 の 境 漁

港 の 整 備 を 目 的 と し て ， 境 水 道 に 面 し た 岸 壁 の 近 傍 で 掘 削

さ れ た B P 3 地 点 （ 北 緯 3 5 度 3 2 分 4 7 秒 ， 東 経 1 3 3 度 1 4 分

5 2 秒 ， 孔 口 標 高 1 . 3 6  m ， 掘 進 長 6 7 . 0  m ） お よ び B P 5 地 点

（ 北 緯 3 5 度 3 2 分 4 6 秒 ， 東 経 1 3 3 度 1 4 分 4 9 秒 ， 孔 口 標 高

1 . 1 5  m ， 掘 進 長 6 9 . 0  m ） の 基 盤 岩 試 料 で あ る ． 掘 削 地 点 の

位 置 を 図 1 に ， 地 質 柱 状 図 を 図 2 に 示 し た ． こ れ ら 2 地 点

は 1 0 0  m 弱 し か 離 れ て い な い こ と も あ り ， ボ ー リ ン グ 層 序

は 互 い に 良 く 類 似 し て い る ． 最 上 位 （ B P 3 で 深 度 1 . 1 5  m ま

で , B P 5 で 深 度 0 . 2  m ま で ） は ， 表 土 も し く は 埋 土 が 分 布 す

る ． そ れ よ り 下 位 （ B P 3 で 深 度 9 . 0  m ま で ， B P 5 で 1 0 . 0  m

ま で ）は ，貝 片 を 含 む 細 砂 に よ り 構 成 さ れ ，中 村 ほ か ( 2 0 0 1 )

の 弓 ヶ 浜 砂 州 の 層 序 と 比 較 す る と 完 新 統 砂 層 に 相 当 す る ．

そ れ よ り 下 位（ B P 3 で 深 度 1 2 . 9  m ま で ,  B P 5 で 1 2 . 2  m ま で ）

は 有 機 質 片 を 多 く 含 む 砂 質 シ ル ト も し く は シ ル ト 混 じ り 砂

に よ り 構 成 さ れ る ． さ ら に 下 位 （ B P 3 で 深 度 3 9 . 8  m ま で ，

B P 5 で 4 0 . 8  m ま で ） は 貝 片 を 含 み 軟 弱 な 暗 灰 色 シ ル ト に よ

り 構 成 さ れ ， 中 村 ほ か ( 2 0 0 1 ) の 完 新 統 泥 層 に 相 当 す る ． そ

れ よ り 下 位 （ B P 3 で 深 度 6 4 . 5  m ま で ， B P 5 で 6 4 . 8  m ま で ）

は 砂 層 ， 礫 層 ， シ ル ト 層 ， 粘 土 層 の 繰 り 返 し か ら な り ， 鹿

野 ほ か ( 1 9 8 9 ,  1 9 9 4 ） の 更 新 統 差 海 層 に 対 比 さ れ る ． さ ら に

下 位 ， 掘 止 深 度 ま で は ， 本 研 究 対 象 と な っ た 基 盤 岩 で あ る

暗 灰 色 塊 状 泥 岩 が 分 布 す る ．  

 
3 .  試 料 と 方 法  

 用 い た 試 料 は B P 3 の 基 盤 岩 試 料 1 点 （ 掘 削 深 度 6 7  m ），

お よ び B P 5 の 基 盤 岩 試 料 2 点 （ 掘 削 深 度 6 8  m お よ び 6 9  m ）

で あ る （ 図 2 ）． 有 孔 虫 化 石 の 分 析 は ， 以 下 の よ う に 実 施 し

た ． ま ず ， 岩 石 試 料 を オ ー ブ ン で 乾 燥 し ， 各 8 0  g 程 度 を 分

取 し て 電 子 天 秤 で 計 量 し た の ち ， 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 法 お よ び

ナ フ サ 法 （ 山 崎 ・ 堂 満 ， 2 0 1 3 ） で 処 理 し ， 構 成 粒 子 に 分 解

図 1  

図 2  
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し た ． 処 理 後 の 残 渣 は 簡 易 分 割 器 で 分 割 し た ． 分 割 後 の 残

渣 か ら 1 2 5  µ m 以 上 の 有 孔 虫 個 体 を 双 眼 実 体 顕 微 鏡 ( オ リ ン

パ ス 製 S Z X 1 2 ) で 観 察 し ， 拾 い 出 し た ．  

 

4 .  結 果 と 考 察  

検 討 し た 3 試 料 か ら ， 1 5 属 1 9 種 の 石 灰 質 底 生 有 孔 虫 ，

お よ び 2 属 2 種 の 膠 着 質 底 生 有 孔 虫 が 得 ら れ た ． さ ら に ，

B P 5 の 深 度 6 9  m の 試 料 か ら は 浮 遊 性 有 孔 虫 が 産 出 し た た め ，

残 渣 の 全 量 を 検 鏡 し ，3 属 3 種 の 浮 遊 性 有 孔 虫 化 石 を 得 た ．

産 出 表 を 表 1 に ， 有 孔 虫 の 顕 微 鏡 写 真 を 図 3 に 示 し た ． 化

石 の 保 存 状 況 は 中 程 度 で ， 殻 表 面 の 溶 解 や 摩 耗 に よ り 表 面

装 飾 が 不 鮮 明 な 個 体 も 多 く 認 め ら れ た ． 岩 石 乾 燥 重 量 1 g

中 に 含 ま れ る 有 孔 虫 個 体 数 は 最 大 1 4 6 . 8 個 体 （ 試 料

B P 5 - 6 8 m ）， 最 低 3 0 . 9 個 体 （ 試 料 B P 3 - 6 7 m ） で あ る ． 膠 着 質

有 孔 虫 の 全 底 生 有 孔 虫 に 占 め る 割 合 は ，1 ～ 3 ％ 程 度 で あ る ．

浮 遊 性 有 孔 虫 は ， 最 も 産 出 し た 試 料 B P 5 - 6 9 m で も 全 有 孔 虫

の 0 . 5 % し か 産 出 せ ず ， ま た ， 年 代 決 定 上 有 用 な 種 は 産 出 し

な か っ た ．  

群 集 組 成 を み る と ， U v i g e r i n a  p r o b o s c i d e a が 最 も 多 産

し て 全 体 の 3 0 ～ 6 7 % を 占 め ， 次 い で E p i s t o m i n e l l a  

p u l c h e l l a  ( 8 ～ 2 9 ％ ) ，P l a n o c a s s i d u l i n a  p r a e h e l e n a e  （ 1 . 6

～ 2 9 % ） が 多 産 す る ． こ れ ら 3 種 は ， 島 根 半 島 中 央 部 の 底 生

有 孔 虫 化 石 帯 C y c l a m i n a  c a n c e l l a t a - U v i g e r i n a  

s e g u n d o e n s i s  ( s . l . ) 帯 で 多 産 す る （ 野 村 ， 1 9 8 6 ）． こ の 化

石 帯 は ， 成 相 寺 層 上 部 ～ 古 江 層 に 相 当 す る ． ま た ， 産 出 頻

度 は 低 い （ 2 ～ 3 ％ 程 度 ） な が ら も 3 試 料 全 て で 産 出 し た

P u l l e n i a  s a l i s b u r y i は ， 同 じ く こ の 化 石 帯 で 産 出 す る 種

で あ る （ 野 村 ， 1 9 8 6 の F i g .  4 ）． さ ら に ， 試 料 B P 3 - 6 7 m で

産 出 す る G a u d r y i n a  i s h i k i e n s i s や M e l o n i s  p o m p i l i o d e s

は 成 相 寺 層 上 部 ～ 古 江 層 に か け て ， 試 料 B P 5 - 6 9 m で 産 出 す

る C r i b r o e l p h i d i u m  i m a n i s h i i は 古 江 層 で 産 出 す る 種 で あ

る （ 野 村 ， 1 9 8 6 の F i g .  4 ）． 他 方 ， 成 相 寺 層 中 部 ～ 相 代 層

に 相 当 す る 底 生 有 孔 虫 化 石 帯 U v i g e r i n a  

a k i t a e n s i s - E p i s t o m i n e l l a  s h i m a n e n s i s 帯 の 特 徴 種 で あ る

U v i g e r i n a  a k i t a e n s i s や E p i s t o m i n e l l a  s h i m a n e n s i s ,  

F u r s e n k o i n a  i s h i k i e n s i s ,  B r i z a l i n a  m a r g i n a t a ,  

G y r o i d i n o i d e s  s h i n j i e n s i s な ど は 産 出 し な か っ た ． 以 上

を 考 慮 す る と ， 本 研 究 の 基 盤 岩 試 料 は 島 根 半 島 中 央 部 の 古

江 層 に 相 当 す る と 判 断 さ れ る ． こ の こ と は ， 試 料 の 岩 相 が

や や 軟 質 な 暗 灰 色 泥 岩 で 古 江 層 と 類 似 し て い る こ と ， 一 方

で 成 相 寺 層 の 黒 色 頁 岩 と は 見 か け も 固 さ も 異 な る こ と と も

整 合 的 で あ る ．  

表 1

図 3
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本 研 究 の 基 盤 岩 試 料 に お け る 膠 着 質 有 孔 虫 の 比 率 は ， 最

大 で も 1 . 8 ％ 程 度 で あ る ． 島 根 半 島 中 央 部 の 古 江 層 か ら は ，

一 般 に C y c l a m i n a  c a n c e l l a t a や M a r t i n o t t i e l l a  n o d u l o s a

と い っ た 膠 着 質 有 孔 虫 が 豊 富 に 産 出 す る が ， 一 部 の 地 域 ，

特 に ， 出 雲 市 平 田 町 一 畑 口 よ り も 西 部 で は ， 本 研 究 と 同 様

に 石 灰 質 有 孔 虫 が 卓 越 す る 地 点 も 分 布 し て い る （ 野 村 ，

1 9 8 6 ）． こ れ ら の 石 灰 質 有 孔 虫 が 卓 越 す る 群 集 は ， 膠 着 質 有

孔 虫 を 多 く 含 む 古 江 層 の 初 生 的 な 群 集 が ， 続 成 作 用 や 機 械

的 破 壊 等 の 二 次 的 な 要 因 に よ り 改 変 さ れ た も の と 考 え ら れ

る ．  

 本 研 究 の ボ ー リ ン グ 地 点 か ら 境 水 道 を 挟 ん で す ぐ 北 側 の

松 江 市 美 保 関 町 に は ， 下 部 中 新 統 の 古 浦 層 が 広 く 分 布 し て

い る （ 鹿 野 ・ 吉 田 ， 1 9 8 5 ； 新 編 島 根 県 地 質 図 編 集 委 員 会 ，

1 9 9 7 ）（ 図 1 ）． こ の 地 域 の ボ ー リ ン グ デ ー タ を ま と め た 中

国 地 方 基 礎 地 盤 研 究 会 （ 1 9 9 5 ） や 鳥 取 地 盤 研 究 会 （ 1 9 9 6 ）

に 基 づ く と ， 境 水 道 の 水 底 で 掘 削 さ れ た 孔 井 の 基 盤 岩 類 は

凝 灰 岩 や 砂 岩 ， 頁 岩 か ら 主 に 構 成 さ れ る （ 図 1 ） こ と か ら

古 浦 層 に 相 当 す る と 考 え ら れ ， ま た ， 基 盤 上 面 深 度 も 0 ～

4 0  m 程 度 と 比 較 的 浅 い ． 一 方 で ， 境 水 道 よ り も 南 側 ， 境 港

市 岬 町 や 元 町 の 孔 井 で は ， 泥 岩 や 砂 岩 か ら な る 基 盤 岩 が 得

ら れ て お り ， 基 盤 上 面 深 度 も 本 研 究 地 点 と 同 様 に 深 く （ 6 0
～ 1 0 0  m 以 上 ） な っ て い る （ 図 1 ）． 以 上 に よ り ， 境 水 道 の

南 岸 に ほ ぼ 沿 っ て 基 盤 上 面 の 段 差 （ 2 0 m 以 上 ） が 存 在 す る

こ と と ， こ の 位 置 に 古 浦 層 か ら 古 江 層 へ の 大 き な 層 序 隔 離

が 存 在 す る こ と が 明 ら か で あ る ． し た が っ て ， こ の 位 置 に

北 上 が り の 地 質 断 層 が 存 在 す る も の と 判 断 さ れ る （ 図 1 ）．

こ の 断 層 は ， 西 方 の 美 保 関 町 森 山 付 近 で 宍 道 断 層 に 合 流 ，

も し く は 分 岐 し て い る も の と 考 え ら れ る ．

 本 研 究 に よ り ， 境 水 道 の 南 岸 に 沿 っ て 宍 道 断 層 と 関 連 す

る 可 能 性 の 高 い 断 層 が 存 在 す る こ と が 確 実 と な っ た ． 宍 道

断 層 は 先 述 の 通 り ， 鹿 島 町 恵 曇 ～ 美 保 関 町 森 山 ま で の 区 間

は 右 横 ず れ の 活 断 層 と し て 再 活 動 し て い る も の と 考 え ら れ

て い る ． 本 研 究 で 見 出 し た 断 層 も 新 期 の 再 活 動 を 伴 っ て い

る 可 能 性 が あ る が ， も し そ う だ と し て も 垂 直 変 位 を 伴 わ な

い こ と が 想 定 さ れ る た め ， ボ ー リ ン グ や 音 響 探 査 等 に よ っ

て そ の 検 証 を 行 う こ と は 容 易 で は な い ． 今 後 の 慎 重 な 検 討

が 必 要 で あ る ．  
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技 術 総 合 研 究 所 の 田 中 裕 一 郎 博 士 に は ， 年 代 指 標 種 の 検 出
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図 表 と そ の 説 明

図 1  本 研 究 で 扱 っ た 孔 井 （ B P 3 ,  B P 5 ） の 位 置 図 ． 基 図 は 新

編 島 根 県 地 質 図 （ 新 編 島 根 県 地 質 図 編 集 委 員 会 ， 1 9 9 7 ） を

簡 略 化 し て 示 し た ． 断 層 は 太 実 線 ， 推 定 断 層 は 太 破 線 で 示

し た ． さ ら に ， 本 研 究 に よ っ て 新 た に 推 定 さ れ た 断 層 を 灰

色 の 太 破 線 で 示 し た ． 基 盤 上 面 の 等 深 度 線 ， お よ び 孔 井 デ

ー タ は ， 中 国 地 方 基 礎 地 盤 研 究 会 （ 1 9 9 5 ） を も と に ， 鳥 取

地 盤 研 究 会 （ 1 9 9 6 ） 等 の ボ ー リ ン グ 資 料 や 本 研 究 結 果 を 加

え て 作 成 し た ．

図 2  ボ ー リ ン グ B P 3 お よ び B P 5 の 岩 相 柱 状 図 ．有 孔 虫 分 析

試 料 の 採 取 層 準 は 太 矢 印 で 示 し た ．

図 3  主 要 な 種 の 顕 微 鏡 写 真 ． 1 a - b :  C r i b r o e l p h i d i u m  
i m a n i s h i i  A s a n o ,  試 料 B P 5 - 6 9 m .  2 a - b :  E p i s t o m i n e l l a  
p u l c h e l l a  H u s e z i m a  a n d  M a r u h a s i ,  試 料 B P 5 - 6 8 m .  3 a - b :  
M e l o n i s  n i c o b a r e n s e  ( C u s h m a n ) ,  試 料 B P 5 - 6 9 m .  4 a - b :  
M e l o n i s  p o m p i l i o d e s  ( F i c h t e l  a n d  M o l l ) ,  試 料 B P 3 - 6 7 m .  
5 a - b :  P l a n o c a s s i d u l i n a  p r a e h e l e n a e  N o m u r a ,  試 料 B P 3 - 6 7 m .  
6 a - b :  P u l l e n i a  s a l i s b u r y i  R . E .  a n d  K . C .  S t e w a r t ,  試 料

B P 5 - 6 8 m .  7 :  U v i g e r i n a  p r o b o s c i d e a  S c h w a g e r ,  試 料 B P 5 - 6 8 m .
8 :  U v i g e r i n a  s e g u n d o e n s i s  C u s h m a n  a n d  G a l l i h e r ,  試 料

B P 5 - 6 9 m .  9 :  G a u d r y i n a  i s h i k i e n s i s  A s a n o ,  試 料 B P 3 - 6 7 m .  
1 0 :  H a p l o p h r a g m o i d e s  p a r k e r a e  ( U c h i o ) ,  試 料 B P 5 - 6 9 m .  

表 1  有 孔 虫 化 石 産 出 表
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